
２７４　　（１）　Ｂを通り ＯＡに平行な直線の式は ＝２ －１４ で，この直線と 軸との交点がy x x

求めるＰだから，この式に ＝０を代入すると， ＝７。y x Ｐ（７，０）

　　　　 （２）　Ａを通り ＯＢに平行な直線の式は ＝
９

４
＋

９

５６
 で，この直線と 軸との交点がy x y

求めるＱである。 Ｑ（０，
９

５６
）

２７５ （１）　Ａを通り ＯＢに平行な直線と 軸との交点が求めるＰ点である。x Ｐ（
３

２０
，０）

（２） Ｂを通り ＯＡに平行な直線と 軸との交点が求めるＱ点である。y Ｑ（０，１０）

２７６ 順に, D, AC, ,x － ＋１０,x ０, １０, １０, ０

A. （５, ０）（１） 点Bを通り OAに平行な直線は ＝３ －１５。y x２７７

A.　（０, ５）（２） 点Aを通り ＝
２

１
＋５。y xOBに平行な直線は

A. （－１０, ０）（３） （２）で求めた直線 ＝
２

１
＋５y x と 軸との交点。 ＝０を式に代入。x y

２７８ 点Dを通り ACに平行な直線は ＝－
３

５
＋

３

３１
。y x A.　（

５

３１
, ０）

２７９ （１） 点Bから右に１, 上に５→ 点Aだから, 点Cを右に１, 上に５ 移動した点がDである。 A.　 （１１,９）

A. ＝
４

５
y x（２） 対角線の交点はAとCの中点だから （４, ５）。 原点と（４, ５）を通る直線。

（１） 対角線の交点は（８, ６）。２点（５, ０）と（８, ６） を通る直線の式を求めるとよい。２８０ A. ＝２ －１０y x

（２） AC⊥BDで，BDの傾きが１だから, ACの傾きは －１で, BとDの中点（８,６）を通る。 A. ＝－ ＋１４y x




